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ソーラー式接点信号受信機を御購入頂きまして有難う御座います。 

 ソーラー式接点信号受信機を御使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよく御読みの上、正し

く御使用下さい。 

 

1. 概要 

 本機は、接点信号を無線にて受信し保持します。出力には、電圧と接点があり、外部に接続した機器を

動作、制御させることができます。本機制御用及び電圧出力用のバッテリーは本体に内蔵されており、ソ

ーラーパネル（太陽電池）の発電により充電されます。出力は、Ａ、Ｂの２系統あり、受信接点信号の種

類により出力を選べます。 

 送信機の確認信号を受信して、記録表示を行うことができます。(CMT-TXD型以降の機種) 

 

2. 使用制限 

・ 本機は、弊社製品及び弊社にて動作を確認した機器との組み合わせ使用に限ります。 

・ 本機に接続する外部機器は、本機の仕様範囲に限ります。 

・ 本機は、ソーラーパネル（太陽電池）の発電により充電される内蔵バッテリーにより動作しています。

ソーラーパネルは必ず南方向に向け、直射日光がパネル全体にあたるように設置して下さい。なお、

ソーラーパネルの発電は、設置環境、条件及び天候により左右されますので、性能を十分発揮できな

い場合があります。 

 

  

ソーラー式接点信号受信機 ＣＭＴ－ＲＸＧ 取扱説明  
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3. 機器設定 

(ア)各部の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① バッテリー   ５Ａｈバッテリー３個（制御用電源２個、外部機器用電源１個） 

② 電源スイッチ   受信機電源のＯＮ／ＯＦＦスイッチで、「－」側でＯＮです。（こ

のスイッチがＯＦＦでも、ソーラーパネルによるバッテリー充電は

行われます。） 

③ ソーラー発電電流計  ソーラーパネルの発電による、バッテリー充電電流を表示。 

④ ＡＢ信号モニターランプ  送信機からのＡ信号又は、Ｂ信号の接点信号が受信された時に、

対応するチャンネルのランプが点灯します。 

⑤ 電圧低下モニターランプ  送信機からの電池電圧低下信号が受信されるとランプが点灯し

ます。また、モード切り替えにより中継機の電圧低下信号受信も表

示できます。 

⑥ 直接入力モニターランプ  直接入力端子に入力があった時、点灯します。出力は、Ａ系統に

出力されます。 

⑦ Ａ、Ｂ系統出力タイマー表示及び、Ａ、Ｂ設定スイッチ 

Ａ又はＢ系統出力の、出力タイマー時間を表示、設定するスイッ

チです。単位は×１分毎で、１分～９分に設定できます。「０」に

設定すると無限長になります。出力モード設定スイッチ０番のスイ

ッチ設定により、タイマー時間経過後を初期化動作とするか継続動

作とするかを選択できます。 
 確認表示モードでは、Ａ設定スイッチが記録日切り替えスイッチ
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になります。 
 受信チャンネル設定モードでは、Ａ設定スイッチがＡの受信許可

／禁止、Ｂ設定スイッチがＢの受信許可／禁止の設定スイッチにな

ります。 

⑧ 通常、受信感度、履歴表示、確認表示 ランプ及び、表示切り替えスイッチ 

パネルモード用表示ランプと、表示モード切り替えスイッチです。

スイッチを１回押す毎に各表示モードに切替わります。 
 

1） 通常モード  通常動作時の表示です。接点信号受信時該当ＬＥＤが点灯します。

他の表示モードにしても３分間スイッチ操作がないとこの表示モー

ドに戻ります。 

 

2） 受信感度モード  ④の「ＡＢ信号 モニターランプ」の１６個のランプを使って、

無線受信機の電波受信レベルをバーグラフ状に表示します。点灯個

数が多いほど、受信レベルが高くなります。 

電波確認機での拡大「７」は、ランプ４個。 

電波確認機での拡大「１０」は、ランプ６個。  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＡタイマーとＢタイマー、電圧低下 ＬＥＤには、受信した信

号の情報が表示されます。 

1) ＡタイマーＬＥＤ 信号種別表示 

 ・ Ａ Ａ信号 

 ・ ｂ Ｂ信号 

 ・ ｃ 送信機電圧低下信号 

 ・ ｄ 中継機電圧低下信号 

2) ＢタイマーＬＥＤ チャンネル番号表示 

 ・０～７ 

3)  電圧低下ＬＥＤ データビット表示 

 ・生データのビット０～５が、ＬＥＤ ０～５に表示されます。 

 

 

 

この表示は、受信動作を保証するものではありません。設置の際の、電波感度の目安

としてください。（雑音電波にて正規の電波を受信していなくてもランプが点灯する

場合があります。） 
 

○＝点灯、●＝消灯 

 

拡大「７」相当 

○○○○●●●● Ａ 

●●●●●●●● Ｂ 

 拡大「１０」相当 

○○○○○○●● Ａ 

●●●●●●●● Ｂ 

 



MS0677-01 

4 

3） 履歴表示モード   本機は、送信機からの接点信号及び電圧低下信号を最大１０個記

録しています。この表示にすると、最新の信号から過去受信した最

大１０個までの受信信号を表示させることができます。詳細は４．

－（ア）項「履歴表示について」を参照願います。 

4） 確認表示モード  本機は、送信機からの確認信号を現在と過去７日分記録できます。

この表示モードにすると、送信機からの確認信号の受信状態を表示

させることができます。受信記録をチャンネル毎に表示します。詳

細は４．－（イ）項「確認表示について」を参照願います。 

5） 受信感度＋確認表示  受信チャンネル設定モード 

 受信するチャンネルを設定します。ＬＥＤ点灯しているチャンネ

ルが受信可能チャンネルです。使用するチャンネル以外は、受信禁

止（ＬＥＤ消灯）にしておいてください。詳細は４．－（ウ）項「受

信チャンネル設定について」を参照願います。 

6） 受信感度＋履歴表示 中継機電圧低下確認モード 

 中継機の電圧低下信号を確認、表示するモードです。中継機から

の電圧低下信号を受信している場合、対応するチャンネルの LEDが

点灯します。詳細は４．－（エ）項「中継機電圧低下確認について」

を参照願います。 

⑨ 出力スイッチＯＮランプ  ⑱の出力スイッチをＯＮにしたとき点灯します。 

⑩ テストスイッチ   接点信号受信時の動作テストを行えます。Ａ、Ｂ両方動作出力さ

れます。行うときは、ボタンを次のように２回押してください。 

  約 1 秒押す → 約 1 秒離す → 約 1 秒押す → 離す 

⑪ リセットスイッチ  送信機からの接点信号、及びテストスイッチによる動作をリセッ

トし、出力は解除されます。 

 ○リセットされる信号 

   ・接点信号（Ａ、Ｂ） 

   ・電圧低下信号 

   ・中継機電圧低下信号 

   ・電圧と接点出力(出力タイマーリセット) 

  また、このボタンを押しながら電源を投入すると、履歴の記録及

び、確認信号の記録を全部消去します。但し、受信チャンネルの設

定は、消去されません。 

 

 

 

 

 

 



MS0677-01 

  
5 

⑫ 履歴表示切替スイッチ  履歴表示モード時は、過去の履歴表示を切替えます。 

 確認表示モード時は、表示チャンネルを切替えます。 

 受信チャンネル表示モード時は、設定チャンネルを切替えます。 

 通常表示モード時、このスイッチを押すと、ソーラーパネルから

の充電が切り離されバッテリー自身の電圧を表示させることがで

きます。電圧と表示内容は下記のようになります。 

 

       

 

 

 

 

 

⑬ 送信機ＩＤ設定スイッチ  送信機のＩＤを消去、登録するスイッチです。詳細は、４．－（オ）

項「送信機ＩＤ登録」を参照願います。 

⑭ ヒューズ（制御）  本機制御電源の保護用ヒューズ。（３Ａ５×２０ガラス管型） 

⑮ ヒューズ（動力）  外部機器用電源の保護用ヒューズ。（５Ａ５×２０ガラス管型） 

  

点灯する位置と電圧の関係 

 ０  １  ２   ３  ４  ５   ６   ７ 
 ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ● 
11.25  11.50 11.75  12.00 12.25  12.50  12.75 13.00 

                  ［V］              以上 

どこも点灯しない場合は、11.25V 以下です。 

電圧はＡ、Ｂ信号モニターランプ部に表示 

表示例 

●●●○●●●● Ａ → 制御バッテリー電圧 

●●●●●○●● Ｂ → 外部機器用電源（動力）バッテリー電圧 

※制御側電圧は、   12.00V 以上、12.25V 未満 

※外部機器側電圧は、12.50V 以上、12.75V 未満 を示します。 

 



MS0677-01 

6 

⑯ 端子台 

1） 「ソーラーパネル ＋－」 ソーラーパネル（太陽電池）の接続端子。 

【注意】ソーラーパネルからの配線は、必ず、白を端子台の「＋」側、黒を「－」側に接続

して下さい。（反対にしますと、故障の原因になります。） 

2） 「ＤＣ６Ｖ出力 ＋－」  ６Ｖ直流電源出力端子。（Ｍａｘ ６０ｍＡ） 

3） 「直接入力接点 ＩＮ ＣＯＭ」 直接入力の入力端子、無電圧接点を接続します。 

4） 「Ａ電圧出力 ＋－」   Ａ系統の外部機器用 電源電圧出力端子。 

5） 「Ａ接点出力」   Ａ系統の接点出力端子。 

6） 「Ｂ電圧出力 ＋－」   Ｂ系統の外部機器用 電源電圧出力端子 

7） 「Ｂ接点出力」   Ｂ系統の接点出力端子。 

※ Ａ、Ｂ接点出力は、各々最大 直流３０Ｖ５Ａまでの負荷を接続できます。 

※ Ａ、Ｂ電圧出力は、直流１２Ｖ出力、最大５Ａまで使用できます。 

接続例：  弊社警報ユニット（ＣＭＴ－ＡＬＭ）の場合 ３個まで。 

      弊社保安灯（ＣＣＰ－１）の場合  ６個まで。 

⑰ 出力スイッチ  ＯＮ側で出力、⑨のランプが点灯します。 

⑱ 出力モード設定スイッチ  １～７チャンネルの出力動作モードを設定します。上側（ＯＮ）

でＡ、Ｂ系統単独モード、下側（ＯＦＦ）でＡ、Ｂ両方モードに設

定します。モードの詳細は、４．－（カ）項「出力モードスイッチ

の設定と受信動作について」を参照願います。   

  出力モード設定スイッチ 

♦ ＳＷ０：タイマー出力後動作設定 

 ＯＮ：初期化動作 ＯＦＦ：継続動作 

♦ ＳＷ１～７：出力モード設定 

 ＯＮ：Ａ、Ｂ単独出力 ＯＦＦ：Ａ、Ｂ両方出力 

 【注意】 

 設定を変更した時は、一旦電源を落して再度電源を投入し

てください。また、設定確認のため、電源投入時に設定ス

イッチの状態が「ＡＢ信号 モニターランプ」のＢ信号Ｌ

ＥＤに表示されます。（下記参照） 

 

              電源ＯＮ 

                ↓ 
パネルＬＥＤ全点灯(ＬＥＤ切れチェック) 

                ↓ 
パネルＬＥＤ全消灯(回路チェック) 

                ↓ 
      ０１２３４５６７ 
                        ●●●●●●●● Ａ 
                        ●○●○●●●● Ｂ ←出力モード設定スイッチの状態表示 
                ↓               この例では、チャンネル１とチャンネル３が、単独 

      通常表示      モード（ＯＮ）になっていることを表します。 

 

⑲ 通信コネクタ取付口  別売オプションの、接点信号の受信情報を外部へ出力する通信基板を取り

付けた際のコネクタ取付口。  

⑳ 受信アンテナコネクタ  受信用アンテナを接続するＢＮＣコネクタです。 

 ※アンテナは御用意下さい。 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 
 
  
 

チャンネル 
  
 

タ
イ
マ
ー
出
力
後
動
作
設
定 

ON 

0  1  2  3  4  5  6  7 

○＝点灯、●＝消灯 
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4. 動作説明 

(ア)履歴表示について 

・ 本機には、過去１０回分の受信した接点信号と電圧低下信号を記録します。ただし、同一チャンネル、

同一信号（Ａ、Ｂ）を再度受信した時は、記録されません。 

・ 受信接点信号の記録は、表示モードを履歴表示にし、履歴表示切替スイッチを押すごとに新しい順

に表示します。このとき、ＡＢタイマー時間表示部に最新記録番号と表示記録番号が表示されます。 

 

        【記録表示例】     ○＝点灯、●＝消灯、   ＝点滅 

 

記
録
番
号 

チャン

ネル 

受信 
又は 
動作 

モニターランプ 
A タイマ 
表示部 

 
最新 
記録 
番号 

B タイマ 
表示部 

 
表示 
記録 
番号 

 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

記録 

消去時 
－ － － 

●●●●●●●● Ａ 

［－］ ［０］  ●●●●●●●● Ｂ 

●●●●●●●● 低下 

動作 

記録順 ０ １ 
Ａ 

受信 

●○●●●●●● Ａ 

［５］ ［０］ 

 

●●●●●●●● Ｂ 

●●●●●●●● 低下 

 

１ ２ 
Ｂ 

受信 

●○●●●●●● Ａ 

［５］ ［１］ ●●○●●●●● Ｂ 

●●●●●●●● 低下 

２ １ 
Ｂ 

受信 

●○●●●●●● Ａ 

［５］ ［２］ ●○○●●●●● Ｂ 

●●●●●●●● 低下 

３ ２ 
Ａ 

受信 

●○○●●●●● Ａ 

［５］ ［３］ ●○○●●●●● Ｂ 

●●●●●●●● 低下 

４ ５ 

電池 

電圧 

低下 

●○○●●●●● Ａ 

［５］ ［４］ ●○○●●●●● Ｂ 

●●●●●○●● 低下 

５ 
パネルリセット 

スイッチＯＮ 

●●●●●●●● Ａ 

［５］ ［５］ 
記録の表示 

順序 
●●●●●●●● Ｂ 

●●●●●●●● 低下 

上記例は、入力モード全てＡ、Ｂ単独モードの場合   

 

・ 記録が１０個以上なった場合、一番古い記録から上書きされます。 

・ リセットスイッチを押しながら、電源投入で記録全消去されます。（確認信号受信記録も同時に消

去されます。） 
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(イ)確認表示について 

・ 確認信号とは、送信機（CMT-TXD型以降）から一定時間間隔で送られてくる送信機動作／電波状態

確認のための信号です。この記録を見ることにより送信機との接続を確認できます。 

・ 確認信号の受信記録は、現在と過去７日分の各日の受信した回数（３回まで）を記録しています。

表示モードを確認表示にすることにより表示します。 

 

① 表示切替スイッチを押して、表示モードを 確認表示 にします。 

② 表示したいチャンネルの切替え方法 

履歴表示切替スイッチを押す毎にＡ，Ｂ信号のＬＥＤが[１－Ａ] ⇒ [１－Ｂ] ⇒[２－Ａ] と順

番に点灯していくので、表示したいチャンネルのＬＥＤを点灯させます。［７－Ｂ］の後は、［１

－Ａ］に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 確認信号の受信記録の表示 

②で表示したいチャンネルを選ぶと受信記録が、電圧低下ＬＥＤに 1日単位で表示されます。（1

回以上受信した場合ＬＥＤ点灯）同時にＡ／Ｂ出力タイマー時間表示部に受信回数も表示されま

す。表示のＬＥＤと経過日の関係は下図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信機の電源をＯＮした時点を 1日間のスタートとし、２４時間単位で区切って受信した確認信号

を記録しています。一番左の「０」番のＬＥＤは、現在の状態を表示します。上図では点灯していな

いので、現時点（現経過時間）の内では、まだ受信していないことを示します。現在の２４時間が経

過するうちに信号を受信すれば点灯します。 

 ６番のＬＥＤ、６日前の日は消灯していますので、何らかの原因で受信出来なかった可能性がある

ことを示しています。 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

● ○ ● ● ● ● ● ●  Ａ 

● ● ● ● ● ● ● ● Ｂ 

Ａ，Ｂ信号 

● ● ● ● ● ● ● ● 
電圧低下 

左は、チャンネル[１－Ａ]を表します。 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

● ● ● ● ● ● ● ●  Ａ 

● ● ● ● ● ○ ● ● Ｂ 

Ａ，Ｂ信号 

● ● ● ● ● ● ● ● 
電圧低下 

左は、チャンネル[５－Ｂ]を表します。 

○＝点灯、●＝消灯 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 
● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 

電圧低下 

受信機電源 
ＯＮでスタート 

24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 24 時間 現在の経

過時間分
表示 

現在 １日前 ２日前 ３日前 ４日前 ５日前 ６日前 ７日前 ８日前 ９日前 １０日前 . 
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 現在の２４時間内に確認信号を受信して、２４時間すぎると表示は右に１つずれて、下図のように

表示されます。 

 

 

 

 

④ 確認信号の受信回数表示 

 受信記録には、最大３回までの受信回数が記録されています。その回数表示は、Ａ／Ｂ出力タ

イマー時間表示部に、受信状態の表示と同時に表示されます。 

Ａ出力タイマー時間表示部には、受信回数を表示する記録日（現在「０」、１日前「１」、２日前

「２」・・７日前「７」）を表示しています。Ｂ出力タイマー時間表示部には、その記録日の受信

回数が表示されます。（最大３回まで、３回以上受信しても「３」と表示します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 確認信号受信記録の消去 

 受信記録は、リセットスイッチを押しながら電源投入することにより、消去されます。（履歴表

示の記録も同時に消去されます。） 

 

  

０ １ 
Ａタイマー Ｂタイマー 

左は、現在、１回すでに受信していることを

示します。 

Ａ出力タイマーの設定スイッチを押すと、表

示する記録日を切換えることができます。 

【記録日切換え】 

（記録日） （受信回数） 

５ ２ 
Ａタイマー Ｂタイマー 

左は、５日前の２４時間内で２回受信したこ

とを示します。 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●  

電圧低下 

７ ０ 
Ａタイマー Ｂタイマー 

左は、７日前の２４時間内で１回も受信でき

ていなかったことを示します。（「７」のＬＥ

Ｄも消灯） 

切替わり直後の状態 
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 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 ● ○ ● ● ● ● ● ● Ａ 

 ● ● ● ○ ● ● ● ● Ｂ  

 

 
Ａ，Ｂ信号 

「○」＝ＬＥＤ点灯（許可） 

「●」＝ＬＥＤ消灯（禁止） 

 左図では、 

「チャンネル１、Ａ信号」 

「チャンネル３、Ｂ信号」 

「中継機 チャンネル５」の 

 が受信許可に設定された表示例。 

「○」＝ＬＥＤ点灯（許可） 

「●」＝ＬＥＤ消灯（禁止） 

「チャンネル１、Ａ信号」 

「チャンネル２、Ａ信号」 

「チャンネル６、Ｂ信号」 

「チャンネル７、Ｂ信号」 

「チャンネル１、中継機」 

 を、受信許可に設定した場合です。 

(ウ)受信チャンネル設定について 

・ 使用する送信機または、中継機のチャンネルを登録し、受信 許可／禁止する機能があります。以

下にその操作方法を説明します。中継機は電圧低下信号に適用されます。 
 
① 表示切替スイッチを押して、表示モードを受信感度と確認表示のランプが２個点灯した状態 

受信チャンネル設定  にします。 
 

② 「Ａ，Ｂ信号」のパネルＬＥＤＡとＢに送信機の許可チャンネル、「電圧低下」のＬＥＤに中継

機の許可チャンネルが点灯します。 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 受信許可／禁止の設定 
 

 「Ａタイマー、Ｂタイマー」の数字表示は、現在の設定チャン

ネル番号を示します。（両方とも同じ番号表示。） 
 設定チャンネルの変更は「履歴表示切替」を押す。押す毎に 

＋１され、「０」～「７」を繰り返し表示。左図では、チャン

ネル３の設定ができることを示す。 
 Ａ設定ボタン、Ａ信号側の受信許可／禁止設定。押す毎に 

チャンネル３のＡＬＥＤが、点灯（許可）⇔ 消灯（禁止） 
 Ｂ設定ボタン、Ｂ信号側の受信許可／禁止設定。押す毎に 

チャンネル３のＢＬＥＤが、点灯（許可）⇔ 消灯（禁止） 
 リセットボタン、中継機の受信許可／禁止設定。押す毎に 

チャンネル３の電圧低下ＬＥＤが、点灯（許可）⇔ 消灯（禁

止）          
        ○設定例 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

チャンネル１、Ａ信号 受信許可 

チャンネル３、Ｂ信号 受信許可 

 Ａタイマー  Ｂタイマー 

 

 

 

 

   Ａ設定      Ｂ設定 

 

 

      履歴表示切替 

 

３ ３ 

      電圧低下 

● ● ● ● ● ○ ● ● 

 
中継機 チャンネル５ 受信許可 

 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 ● ○ ○ ● ● ● ● ● Ａ 

 ● ● ● ● ● ● ○ ○ Ｂ  

 

 
Ａ，Ｂ信号 

      電圧低下 

● ○ ● ● ● ● ● 
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「○」＝ＬＥＤ点灯（受信あり） 

「●」＝ＬＥＤ消灯（受信なし） 
中継機チャンネル「２」と「５」番が電圧低下信号を

送信し、受信したことを示します。 
 

 
※ 送信機の許可されたチャンネルは、「電圧低下信号」、「確認信号」も受信されます。「電圧低下信

号」については、Ａ信号又はＢ信号の区別がありませんので、Ａ信号側又はＢ信号側どちらかを

許可すると、許可したチャンネル番号の、ＡＢ信号両方の電圧低下信号を受信します。 
 

※ この登録は、リセットボタンを押しながら電源投入でのメモリークリアーでも、消去されません。 
 

※ 受信機に、送信機のＩＤを記憶させる操作は、従来どおりです。 
 

 

(エ)中継機電圧低下確認について 

・ 中継機専用の電圧低下信号を受信している場合、対応するチャンネルのＬＥＤが点灯します。（電

圧低下信号送信機能のある中継機に対応） 
 
① 表示切替スイッチを押して、受信感度と履歴表示のランプが２個点灯した状態 

中継機電圧低下確認  モードにします。 

 

② 下図のように表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 

※ この表示は、リセットボタンを押すと消えます。 
※ 使用する中継機の受信許可をしてください。 

 
 
 
 
 
 

  

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 
● ● ○ ● ● ○ ● ●  

電圧低下 
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(オ)送信機ＩＤ登録について 

・ 送信機からの接点信号を受信機で受信させるには、使用する送信機固有のＩＤを受信機に登録する

必要があります。登録されていない送信機の信号は無視されます。 

・ 受信機は、送信機ＩＤを１００台分登録できますが、本機で識別できるのは、Ａ系統７、Ｂ系統７

（合計１４チャンネル、単独モード使用時）のみです。 

【注意】受信機には、使用する送信機、又は中継機のＩＤだけを登録してください。 

 

  ◎送信機ＩＤ登録手順 

    １）ＩＤの全消去  新規使用する場合、以前のＩＤを全部消去 

① 電源スイッチ ＯＦＦ 

② 送信機ＩＤ設定スイッチ 「ＳＥＴ」 「Ｍ２」両方 ＯＮ 

③ 電源スイッチ ＯＮ 

④ 「Ｍ１」ＬＥＤが点灯するまで待つ 

⑤ 電源スイッチ ＯＦＦ 

⑥ 受信機ＩＤ設定スイッチ 「ＳＥＴ」 「Ｍ２」両方 ＯＦＦ 

 

２）ＩＤの登録    現場で組にして使用する送信機のＩＤ登録 

① 電源スイッチ ＯＦＦ 

② 出力スイッチ ＯＦＦ 

③ 送信機ＩＤ設定スイッチ 「ＳＥＴ」だけ ＯＮ 

④ 電源スイッチ ＯＮ 

⑤ 使用する送信機のテストボタンを押して、電波送信。 

⑥ 「Ｍ１」ＬＥＤが点灯するまで送信。 

⑦ 他に使用する送信機がある場合、⑤～⑥を繰り返し。 

⑧ 電源スイッチ ＯＦＦ 

⑦ 受信機ＩＤ設定スイッチ 「ＳＥＴ」ＯＦＦ 

 

  ◎特定の送信機ＩＤだけを消去する手順 

① 電源スイッチ ＯＦＦ 

② 出力スイッチ ＯＦＦ 

③ 送信機ＩＤ設定スイッチ 「ＳＥＴ」 「Ｍ１」両方 ＯＮ 

④ 電源スイッチ ＯＮ 

⑤ 消去する送信機のテストボタンを押して、電波送信。 

⑥ 「Ｍ２」ＬＥＤが点灯するまで送信。 

⑦ 他に消去する送信機がある場合、⑤～⑥を繰り返し。 

⑧ 電源スイッチ ＯＦＦ 

⑧ 受信機ＩＤ設定スイッチ 「ＳＥＴ」 「Ｍ１」両方 ＯＦＦ 

 

【 注意 】 

・新たに使い始める時は、全ＩＤ消去を必ず行って下さい。 

・中継機を使用する場合は、中継機だけのＩＤを登録して下さい。 
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(カ)出力モードスイッチの設定と受信動作について 

・ 本機は、弊社送信機からのＡ信号、Ｂ信号の２種類を受信でき、それぞれの信号に対し最大７台、

計１４台の送信機が識別できます。 

・ 各チャンネルには、信号受信に対して２つの出力モードを設定できます。 

1） Ａ、Ｂ両方モード  Ａ信号受信 ⇒ ＡとＢ出力。 

    Ｂ信号受信 ⇒ ＡとＢ出力。 

2） Ａ、Ｂ単独モード  Ａ信号受信 ⇒ Ａ出力。 

    Ｂ信号受信 ⇒ Ｂ出力。 

 

   【Ａ、Ｂ両方モードの動作】○＝動作又は点灯、空白＝動作無し又は消灯 

動作

順 

送信機 

送信信号 

受信機ＡＢ信号 

モニターランプ 

受信機 

出力 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

１       

２ ○  ○  ○ ○ 

３  ○ ○ ○ ○ ○ 

１       

２  ○  ○ ○ ○ 

３ ○  ○ ○ ○ ○ 

 
 

     【Ａ、Ｂ単独モードの動作】○＝動作又は点灯、空白＝動作無し又は消灯 

動作

順 

送信機 

送信信号 

受信機ＡＢ信号 

モニターランプ 

受信機 

出力 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

１       

２ ○  ○  ○  

３  ○ ○ ○ ○ ○ 

１       

２  ○  ○  ○ 

３ ○  ○ ○ ○ ○ 

 

・ チャンネル０は、テスト用チャンネルです。このチャンネルは動作が固定されていて、下記のよう

な動作をします。 

   【チャンネル０の動作】○＝動作又は点灯、空白＝動作無し又は消灯 

動作

順 

送信機 

送信信号 

受信機ＡＢ信号 

モニターランプ 

受信機 

出力 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

１       

２ ○  ○ ○ ○ ○ 

３  ○     

      ※Ａ信号で、ＡＢ出力ＯＮ、Ｂ信号でリセット。（パネルリセットボタンと同等の動作） 

 

・ 直接入力端子は、入力されるとＡ系統出力がＯＮします。 
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5. その他、注意 

(ア)機器取付先は、転倒防止の方策を講じて下さい。また機器落下防止の為、取付部に緩みが無い様

にして下さい。 

(イ)ソーラーパネル（太陽電池）設置は、日光がソーラーパネル全面に３時間以上あたる位置に設置

してください。日光が遮られソーラーパネル面の一部でも影になると、著しく発電効率が低下し

ます。 

(ウ)時間経過による周辺環境等の変化により電波受信、ソーラー発電に影響をおよぼす場合がありま

す。（樹木の成長による陰の発生等）事前の検討及び定期的な点検を行って下さい。 

(エ)ソーラーパネルからの配線は、必ず、白を端子台の「＋」側、黒を「－」側に接続して下さい。

（反対にしますと、故障の原因になります。） 

(オ)いたずら防止として、施錠をお勧めします。 

(カ)テストスイッチを押すことにより、外部機器への電圧出力（動力電源供給）及び接点出力の確認

ができます。（出力の解除は、リセットスイッチ） 

(キ)本機は消費電力低減のため、電源投入時１０秒後、又は、パネルスイッチ操作終了から３分後に、

省電力モードになり、パネルのＬＥＤランプが全て消灯します。パネルスイッチのどれか操作す

ると、通常表示モードで表示します。 

(ク)外部機器用（動力）側バッテリーは、バッテリー保護のため、電圧が１０．５Ｖ以下になると出

力リレーが強制切断（リレーＯＦＦ）されます。 
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6. 機器一般仕様 

(ア)使用対象  無線による接点信号伝達 

(イ)無線規格  特定小電力無線（送信５秒以内、休止２秒） 

(ウ)使用電波  ４２６．０２５ＭＨｚ 

(エ)通信方式  単方向通信 

(オ)到達距離  ～８００ｍ（見通し距離、周辺状況や環境により変化あり） 

(カ)動作温度範囲  －１０～＋５５℃（結露無きこと） 

 

7. 機器仕様 

(ア)使用電源  バッテリー及びソーラーパネル発電によるバッテリー蓄電 

（オプションによ りＡＣ１００Ｖ電源ユニット使用可） 

(イ)バッテリー  密閉型鉛蓄電池ＤＣ１２Ｖ５Ａｈ ２～３個 

   （制御用 1～2個、外部機器用 1個） 

(ウ)ソーラーパネル 太陽電池 発電能力 １３Ｗ 

(エ)消費電流  待機時：制御用 約２２ｍＡ（ｔｙｐ）、外部機器動力用 ０．５ｍＡ以下 

(オ)無日照動作時間 待機状態：約４５４時間 

(カ)機能 

① 送信機のチャンネル番号の表示（０～７、受信時に表示） 

② 接点信号の種類表示（Ａ、Ｂ信号 各チャンネル毎、受信時に表示） 

③ チャンネル毎の入力モード設定（Ａ、Ｂ両方モード 又は Ａ、Ｂ単独モード） 

④ 直接入力表示（入力時） 

⑤ 送信機の電池電圧低下信号表示（１～７、受信時に表示） 

⑥ 簡易電波受信感度表示 

⑦ 接点信号及び電圧低下信号の受信記録表示機能（１０回分） 

⑧ 確認信号受信記録表示機能（現在と過去７日分、対応送信機との組合せによる） 

⑨ Ａ系統、Ｂ系統の２つの出力 

⑩ 出力時間タイマー（Ａ系統、Ｂ系統 １分間隔 １～９分又は無限長） 

⑪ タイマー出力後の動作設定（初期化動作、継続動作） 

⑫ テストスイッチによる、出力動作確認 

⑬ リセットスイッチによる、出力動作の解除 

⑭ バッテリー電圧（外部機器用）、ソーラーパネルによる充電電流表示 

⑮ 出力スイッチによる、強制的な出力の切断（電圧出力、接点出力） 

⑯ 外部機器用（動力）バッテリーの過放電保護（電圧低下 10.5Vで出力ﾘﾚｰ切断） 

⑰ 仕様範囲で使用に耐えうる堅固な構造 

⑱ 運搬設置が容易な構造 

⑲ 鋼管φ４８．６に取付る構造（本機背面の単管クランプにて） 

⑳ 中継機電圧低下信号表示（０～７、受信時に表示） 

○21フィルター機能(同信号２回連続受信で動作) 

  



MS0677-01 

16 

8. 外観図 

別紙：ＣＭＴ-ＲＸＧ 完成品図、ＣＭＴ―ＳＬ１１３－１ 完成品図 参照 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

製品の仕様は、性能及び品質向上の為、予告無く変更する場合があります。 
ソーラーパネルでの発電は、設置環境、天候により性能を十分に発揮できない場合があります。 
本製品の使用にあたり、人命及び財産にかかわる場合は、使用者の責任において御取扱下さい。 

 

 

 
 

株式会社コンラックス松本 
電話：0263-81-0155 Ｆａｘ：0263-84-0515 
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